
北海道の食や観光が、諸外国から注目を集める中、
クルーズ客船による来道者も増加しています。
クルーズの魅力とは？寄港地でのおもてなしとは？
地域活性化の可能性とは？そんな疑問をクルーズの
専門家がわかりやすく、お伝えします。

みなさんも一緒に考えてみませんか！参加無料
(事前申込制)

平成 25 年７月２３日(火)
１３：３０～１５：５０ （開場１２：３０）

主催：北海道（総合政策部 交通政策局 物流港湾室）
（申込み・問合わせ：TEL 011-204-5556 / FAX 011-232-4643）

フリーアナウンサー。

ＨＢＣ「テレポート６」 ・ ＨＴＢ「イチオシ！」の

ニュースキャスターを始め、 情報・報道番組

など豊富なキャスター経験を誇る。

また、シンポジウム等の司会、パネリストの他

アナウンス講師、エッセイ連載など多方面で

活動しており、 現在、AIR-G’「野宮的コフレ」

(毎週土曜日 朝:7:00～7:25)に出演中。

室蘭市出身。

(株)ＪＴＢ北海道 札幌法人事業部          
           クルーズ企画営業課長。

１９９３年ＪＴＢに入社。２００７年より専門的に

クルーズの企画・営業を始める。

道内各地域の隠れた観光素材を発掘し、船会

社へオプショナルツアーを提案、 更にクルー

ズ船の添乗など、人脈を生かし、幅広い視点

で新しいスタイルの旅を提案している。

神奈川県出身。

日時

野 宮 範 子

前半は田中三郎さんが、
世界のクルーズ情勢を踏
まえた港の役割や、日本に
おけるこれからのクルーズ
振興への展望などを、

かでる２・７ 大ホール
（札幌市中央区北２条西７丁目 TEL 011-204-5100 ）

「クルーズ振興に向けた港の役割とカジュアルクルーズへの展望」1
基調講演（13:40～14:40）

アーバンクルーズ(株)代表取締役社長。

1969 年日本郵船（株）に入社後、外国航路

の貨物船など乗船勤務。「飛鳥Ⅱ」を所有運

航する郵船クルーズ(株)への移籍を経て、

2012 年理事運航部長を最後に退社、アーバ

ンクルーズ(株)代表取締役社長に就任し、

クルーズ客船による新しいスタイルのクル

ージングを作り出すことを目指している。

東京都出身。

トークセッション（14:50～15:50）

「野宮的クルーズ！・クルーズ！・クルーズ！」

後半は、AIR-G’でおなじみ
野宮範子さんが加藤武さ
んと田中三郎さんを交え
て、クルーズの様々な魅力
などについて、語ります。

場所

2

加 藤   武

田 中 三 郎

定員 300名：先着順



◆  また、北海道のクルーズ振興や道民の利用拡大などに向けたご意見、その他クルーズに関するご質問など

も募集しています。参加申し込みの際に、下記に記載のうえ、送信をお願いします。

◆ 参加ご希望の方は下記に記載のうえ FAX 送信してください。（７月２２日まで：先着３００名）

◆ 電話やメールで申し込まれる方は、下記の内容をお伝えください。

名  前 所 属 ・ 役 職 等 電 話 番 号

（担当：工藤
く ど う

・飯田
い い だ

）

申

込

先

参 加 申 込 書
平 成 ２５年 ７月 ２３日 （火 ） 13：30～15：50  かでる２・７ 大ホール

質問・意見

電話 ：０１１－２０４－５５５６

ＦＡＸ ：０１１－２３２－４６４３
メール ：kuukou.butsuryuu@pref.hokkaido.lg.jp

北海道 総合政策部
交通政策局 物流港湾室


